
・７月30日（金）、中学校総合体育大会において県大会を勝ち抜き、東海大会、全国大会に出場
する生徒が来訪し、大会への意気込みを伺いました。清水中学校からは陸上競技に関律哉さん、
世古凪沙さん、髙木蓮麻さん、水泳に野中天聖さん、ホッケーに男子ホッケー部、南中学校から
は男子バドミントンに日吉佑斗さん、狩野颯天さん、水泳に小沢卓未さんが出場します。7月23
日から始まったオリンピックに出場している選手もメダル獲得を目指して全力で戦っていると思
います。自分の持てる力を発揮し、悔いなく楽しい思い出となることを期待し、皆さんの頑張り
を心から応援しています。 

 
・７月29日（木）現在、清水町ふるさと納税災害支援サイトに159万円の寄附金をいただいてお
ります。町では7月豪雨による黄瀬川大橋全面通行止めの影響で、売上げが減少した周辺事業者の
皆様を支援するため、全国の皆様からいただいた寄附金の一部を災害支援金として活用させてい
ただくこととしました。町外にお住まいの多くの皆様から、町を応援する温かいメッセージとと
もに御寄附をいただきましたことに感謝申し上げます。誠にありがとうございました。町では今
後も近隣市町と連携し、橋の早期完全復旧を国や県に強く要望してまいります。 

 



・７月28日（水）、７月豪雨に伴う災害に対する緊急要望書を沼津市、長泉町とともに国土交通
省に提出しました。村山一弥道路局長に各市町の被害状況を説明し、清水町においては黄瀬川大
橋周辺は企業が多く、経済にも多大な影響が出ている窮状を訴え、早期復旧に対する支援を要望
しました。また、自民党本部で二階俊博自民党幹事長にも要望しました。今後も町民の皆様に安
全・安心を提供できるように関係機関に働きかけてまいります。 

 

・７月1４日（水）、ブランド米推進協議会WEB会議に清水町農業委員会杉山義則会長とともに
出席しました。本協議会はJAなんすんや東部農林事務所、近隣市町、農業者等によって組織さ
れ、特産品化を推進しているブランド米「するがの極」の販路拡大やPR等を図り、コロナ禍にお
いても米の消費拡大による農業経営の安定、向上に努めております。 

 



・７月1４日（水）、総合教育会議に先立ち、清水中学校の２，３年生のクラスを授業参観しまし
た。授業では走り高跳びのフォームの確認やグループワークの意見を書いた付箋の共有等でタブ
レットが活用されていました。町は、通信環境や1人1台端末等の整備をすすめ、今年度から
GIGAスクール構想を本格運用しています。 

 

・７月1３日（火）、ヤマト運輸株式会社東静岡主管支店様と高齢者等見守り事業に関する協定
を締結しました。日頃から町内を配達巡回されているヤマト運輸株式会社様と協定締結できたこ
とに心から感謝いたします。配達時に認知症高齢者の徘徊や数日間新聞や郵便物がたまってい
る、怒鳴り声や子どもの泣き声が聞こえる等の異変に気づいたときに通報していただくことは、
異変の早期発見、高齢者等の安心安全につながります。今後も連携を密にし、町の安全安心を共
に築いていきたいと考えております。 

 



・７月12日（月）、7月豪雨に伴う災害に対する緊急要望書を沼津市、長泉町とともに県に提出
しました。難波副知事に各市町の被害状況を説明し、黄瀬川の護岸崩壊箇所の復旧や黄瀬川大橋
の交通機能確保、早期復旧などについて要望しました。一刻も早く住民の皆様に安全・安心を提
供できるようにこれからも関係機関に働きかけてまいります。 

 

・７月12日（月）、東レ・アローズの藤井直伸選手と李博選手がオリンピック出場の報告に来庁
されました。今日から４度目の緊急事態宣言が発令され、大声援の中で試合を行うことが難しく
なってしまいましたが、テレビの前で多くの国民が声援を送ると思います。両選手が活躍されて
良い成績が残せることを期待しています。 

 



・７月７日（水）、７月３日の豪雨で一部崩落した黄瀬川大橋と周辺の被害状況について、現地
確認しました。今回の豪雨で橋の一部崩落という大きな被害が出たのにもかかわらず、人的被害
がなかったことは本当に幸いでした。橋の復旧は長期化する見込みで、通行量の多い幹線道路が
通行止めになることにより、周辺住民の皆様には御不便をおかけしますが御理解いただきますよ
うお願いいたします。早期復旧について町も関係機関に働きかけてまいります。 

 
・７月５日（月）、清水町青少年健全育成会の皆様と町民あいさつ運動の街頭啓発活動に参加し
ました。７月３日の豪雨で黄瀬川大橋の一部崩落という被害がでましたが、その他町内に大きな
被害はなく、元気に登校する児童・生徒たちと挨拶を交わすことができました。これからも子ど
もたちの健やかな成長を支援し、安心して過ごせる地域づくりをすすめてまいります。この活動
を通じて、学校だけでなく地域でも子どもたちの元気な挨拶が聞こえるまちになることを期待し
ています。 

 



・７月１日（木）、協働まちづくり事業に関する連絡会を開催しました。町では、第５次総合計
画の取組指針の一つに「まちのみんなで取り組む『協働・協創』」を掲げ、公共サービスではで
きない部分を地域コミュニティや各種団体等の皆様に、それぞれ役割と責任をもって担っていた
だくため、町三役を含む幹部職員が町全体でどのように取り組んでいくか議論しました。まずは
職員一人一人が町民の皆様がまちづくりに参加しやすく、活躍しやすい環境整備に努め、協働の
まちづくりについて理解・共有・行動していくことを確認しました。 


